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J.S.バッハ作曲「二声インヴェンション」の楽曲分析と演奏解釈

――第15番　ロ短調　BWV　786――

藤 本 逸 子

解　　釈
は　じ　め　に

　この小論に先立ち，「J. S. バッハ作曲『二声インヴェンション』1)の楽曲分析と演奏解釈」2)

と題し，「第1番　ハ長調　BWV 3) 772」から「第11番　ト短調　BWV 782」までの11曲を，

「豊橋短期大学研究紀要　第 2号」から「同第 12号」の各号に，それぞれ楽曲分析し演奏解釈

した．また，「第 12番　イ長調　BWV 783」から「第 14番　変ロ長調　BWV 785」を，「豊

橋創造大学短期大学部研究紀要　第 14号」から「同第 16号」の各号に，同じく楽曲分析し演

奏解釈した．この小論も，それらと同じ観点にたって，「第15番　ロ短調　BWV 786」を，取

り上げたものである．

楽曲分析と演奏解釈

　「W. F. バッハのための小曲集」4)（以下「Kb. für W. F. B.」）において，この「Inventio 15」に

あたるのは，38番めの曲で，「Praeambulum 7」（BWV 786）と題されている．両者には，装飾

音・リズム・臨時記号において、表Ⅰのような違いがみられる程度で，大きな違いはない．
1）「二声インヴェンション」という呼び名については，豊橋短期大学研究紀要第 2号「J.S.バッハ作曲
『二声インヴェンション』の楽曲分析と演奏解釈」藤本逸子 1985年（以下「第 2号における小論」）の
「『インヴェンション』について」の項を参照のこと．

2） 作品名・書名・強調語句は，原則として「　　」に入れて表わす．
3） BWV＝ Bach–Werke–Verzeichnis, W. シュミーダーによる J. S. バッハ作品総目録番号．
4）「W. F. バッハのための小曲集」については，「第 2号における小論」の「『インヴェンション』につ
いて」の項を参照のこと．
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楽　曲　分　析　（譜 17)参照）

　この曲は，二つの部分からなり，それぞれの部分は，次のような構成になっている．

第 1部　z～⁄1（11） 第 2部　⁄2～¤2（11）

　主　　題 z～m（6.5） 　主　　題 ⁄2～⁄5（4）

　間　　奏 m～⁄1（4.5） 　間　　奏 ⁄5～⁄7（2）

　 　主　　題 ⁄8～¤2（5）

各部分における楽曲分析
第 1 部

　主題

z～x・z～x上声部に主題（T）が現われる．（T）は，十六分音符で短2度上下する要

素（a），八分音符で跳躍後短2度上下する要素（b），同じく八分音符で跳躍後同じ

音から長 2度下る要素（c）から成り立っている．

・z～x下声部には，ゲネラルバス（GB）がある．その前半にあたるzは，拡

張された（a）の反行形（× a）である．その後半のxは，3度の跳躍進行を2回ゼ

クエンツさせた（d）である．

c～b・c～b下声部では，属調 fis moll8)で（T）が出てくる．この（T）は，z～x
上声部の（T）とは違い，後尾が変化延長して，カデンツ的動き（k）がついている．

それによって，確固とした fis mollの終止感が得られる．

・c～b上声部には，（GB）を装飾的に変奏して作出した対旋律（G）が置かれて

いる．

b～m・b～mは，3拍めより，c～bの上声部下声部を入れ替えて，（T）（G）を奏

c 5) 上声 1 拍め Fis 音 6) 上 � c 上声 1 拍め Fis 音上　なし

b 上声 2 拍め Gis 音上 � b 上声 2 拍め Gis 音上　なし

b 下声 3 拍め Fis 音 Gis 音 b 下声 3 拍め Fis 音 Gis 音

⁄1 上声 1 拍め G 音上 � ⁄1 上声 1 拍め G 音上　なし

⁄6 上声 2 拍め Gis 音 Ais 音 H 音 Ais 音 ⁄6 上声 2 拍め Gis 音 A 音 H 音 Ais 音

¤1 上声 4 拍め Ais 音上 � ¤1 上声 4 拍め Ais 音上　なし

Praeambulum 7

表Ⅰ　「Inventio 15」と「Praeambulum 7」の相違箇所

Inventio 15
5） 小節数は，数字を□で囲むことによって表わす．例，第 4小節め→v，第 3小節めから第 10小節
め→c～⁄0．

6） 音名は，原則としてドイツ音名で表わす．例，変ロ音→ B音，嬰ヘ音→ Fis音．
7） この小論における「Inventio 15」に関する楽譜は，Johann Sebastian Bach「Inventionen und Sinfonien」

Urtext（Barenreiter-Verlag. Kassel 1972）を用いている．国内においては，ベーレンライター社の許可
を得て，全音楽譜出版社が，印刷出版している．

8） 調名は，原則として，ドイツ音名を用い，ドイツ音名の大文字は長調，小文字は短調を表わす．例，
ハ長調→ C durあるいは C:，イ短調→ a mollあるいは a:．
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している．ただし，後尾は，主調のh mollに戻る準備のために変化しており，c
～bのような（k）はついていない．

　間奏

m～.・間奏は，m3拍めから始まる．

・m上声部は，m下声部1～2拍をオクターブ上に移した形になっている．ただ

し，Eis音は，E音になっている．そのことによって，fis mollからh mollに戻る．

・m下声部は，m上声部 1～ 2拍を 5度下げた形になっている．上声部同様，そ

れによって，fis mollから h mollに戻っている．

・,上声部は，（G）に含まれる音形を利用して， �  ���  �  ���のリズムで 6度上行し

ている．

・,下声部は，八分音符で，順次下行して4度下がり，順次上行して4度上がっている．

・.は，両声部とも，,を 2度下でゼクセンツしている．

・m～.の間に，h mollからD durに転調している．

⁄0～⁄1・⁄0上声部は，,上声部 1拍めの音形を使って，2度ずつ下行するゼクエンツを

行っている．

・⁄0下声部は，8度と 4度跳躍させる音形で 2度ずつ下行している．

・⁄1下声部は，⁄0上声部に準じた形になっているが，第 1部を終止させるため，

後尾が変化している．

・⁄1上声部は，1拍めに（a）を置いた後，6度跳躍する音形をゼクエンツするさせ

て，2度ずつ下行している．

・両声部とも，⁄2最初のD音に至り，第 1部をD durで納めている．

　第 2 部

　主題

⁄2～⁄3・⁄2～⁄3下声部に，主調の平行調であるD durの（T）がある．z～xで後尾が，

主調 h mollから属調の fis mollに転調したように，ここでも，D durから属調の

A durに転調している．

・⁄2～⁄3上声部には，（G）がある．その後尾は，⁄4上声部の（T）を先取りした

形に変化しており，⁄4上声部の（T）の出だしにストレッタ的効果を与えている．

⁄4～⁄5・⁄4～⁄5には，⁄2～⁄3の両声部を入れ替えた形で，A durの（T）（G）がある．双

方ともその後尾は，⁄6に続く間奏の音形に変化しており，（T）も（G）も次の間

奏に中断されることなく続いている．

　間奏

⁄6～⁄7・⁄6上声部1～2拍には，（G）をなす音形の反行形と逆行形を組み合わせたものが

置いてある．3～ 4拍は，それを 5度上でゼクエンツしている．

・⁄6下声部 1～ 2拍は，八分音符で 4度順次下行している．3～ 4拍は，それを 1

オクターブと 4度下でゼクエンツしている．この 4度下のゼクエンツは，上声部
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の 5度上のゼクエンツと反行した形になっており，音域をより広くすることに

よって，ダイナミック性を増す効果を出している．

・⁄7は，⁄6の変奏である．

・⁄7上声部は，1拍と3拍の最後の音を1オクターブ下げることによって躍動感を

持たせている．

・⁄7下声部は， ⁄6が4度順次下行するモチーフであったものを，4度順次上行の

形にしている．また，（a）のリズムを利用して1オクターブ跳躍する動きを加え，

ここでも躍動感を増している．

・⁄6～⁄7，この間で，A durから h mollに転調し，主調に戻っている．

　主題

⁄8～⁄9・⁄8～⁄9の下声部に，主調h mollの（T）が現れる．その後尾は，次に続く上声部

の（T）に対する（G）に間断なく続くよう変化している．それはまた，⁄93拍めか

ら始まる上声部の（T）と呼応して，ストレッタ的効果を出している．

・⁄8～⁄9上声部には，（G）がある．その後尾は簡素にされ，⁄93拍めからの（T）

に，即，繋がっている．

⁄9～¤2・⁄9上声部3拍めより，この曲最後の（T）が現れる．その拡張された後尾は，¤1
で（k）となり，¤2のH音に至って，この曲を締めくくっている．

・⁄9下声部は，4拍めから（G）が始まる．その後尾は，¤1で，（a）と（d）の凝縮

された反行形（/

d

）によって拡張変化し，（k）に続いている．下声部も上声部同様，

¤2のH音に至って，この曲を終えている．

演　奏　解　釈　（譜 2参照）

テンポ
　テンポに関して，諸校訂版 9)は，表Ⅱのような指示をしている．

Hans Bicshoff Allegro commodo �  = 96
Ferruccio Busoni Moderato ma con spirito
Alfredo Casella Allegro ma non troppo
S. A. Durand Allegro non troppo
Edwin Fischer Allegro commodo
Vilém Kurz Allegro non troppo
Gin Enrico Moroni Allegro non troppo �  = 104
Bruno Mugellini Allegro moderato �  = 92
Julius Rötgen Allegro �  = 88
John Thompson Allegro non troppo

校　訂　者 テンポに関する指示

表Ⅱ　諸校訂版における「Inventio 15」のテンポに関する指示
9） 各校訂版及び，各CDの出版については，本小論の「参考文献・参考楽譜・参考CD」の項を参照の
こと．
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　また，内外 11人の演奏時間 9)は，表Ⅲのとおりである．

Aldo Ciccolini

Christoph Eschenbach

Glenn Gould

Tatyana Nikolayeva

András Schiff

高橋　悠治

田村　宏

Kenneth Gilbert

Gustav Leonhardt

Helmut Walcha

Don Dorsey

演 奏 者

表Ⅲ　諸演奏家における「Inventio 15」の演奏時間

録 音 年 楽　　器 演奏時間

不明

1974年

1963～ 64年

1977年

1982～ 83年

1977～ 78年

不明

1984年

1974年

1961年

1985年

ピアノ

ピアノ

ピアノ

ピアノ

ピアノ

ピアノ

ピアノ

チェンバロ

チェンバロ

チェンバロ

シンセサイザー

1′32″

1′09″

0′51″

1′28″

1′11″

1′09″

1′00″

1′11″

1′18″

1′22″

1′01″

　演奏時間の差は，チッコリーニとグールドでは，2倍近い差がある．チッコリーニは，荘重

さ雄大さを感じさせる落ち着いた演奏であり，グールドは，速いというよりあっさりした演

奏である．高橋は，テンポ的にはゆったりしていないが，装飾音を多用して優雅さを出して

いる．

　筆者は，「Allegro �＝ 100」というテンポをとる．軽やかに清々しく演奏したい．

　アーティキュレーション

　全曲を通じて，優雅さより leggeroさを求めたい．十六分音符は，決して non legatoにする

わけではないが，軽さを持ったlegatoでありたい．八分音符は，おおむねnon legatoであるが，

テーマの八分音符は，staccatoに近い．区切りを感じるところは（｜），ブレスがほしいところ

は（�）で示した．
　装飾音

　「Praeambulum 7」にはなく，「Inventio 15」に，新たに加えられた装飾音には，強い必要性

を感じない． vと⁄1の装飾音は，なくても良いと感じる．装飾音の加え方は「譜2」に小音

符で記した．

　各部分における演奏解釈

z～x・Pで出る．

・上声部（T）は， x2拍めCis音に向かって，少しcresc.する．このCis音が，（T）

のクライマックスである．x3拍めの十六分音符からcの頭にかけ，ほんの少
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し dim.して，（T）を納める．下声部は，Pではあるが，ゲネラルバスらしい深み

のある太い音で（T）を支える．

c～b・下声部の（T）は，z～xの（T）より，音量を加えmPとする．x上声同様，（T）

のクライマックスであるv2拍めのGis音に向け，少しcresc.する．b2拍めの

カデンツ的動きで少しdim.し，3拍めのFis音に（T）を納める．ただし，音量はあ

まり落とさない．

・上声部の（G）は，軽やかな legatoで，下声部の（T）に主張すぎないように絡む．

v3拍めのCis音は，ten.気味にして，存在感を出す．v4拍～b1拍は，上行

する音の動きにそって，少々 cresc.する．b2～ 3拍めは，下声部に準じる．

b～m・b～mは，mfとする．

・上声部は，軽やかさに元気さを加え，高らかに（T）を奏でる．nは，4拍めの（T）

のクライマックスGis音まで，伸びやかにcresc.する．mは，十六分音符の動き

に合わせ少し dim.し，3拍めの頭の Fis音に納める．

・下声部のnの（G）は，上声部に合わせ，軽くcresc.する．m1～2拍は，（a）の

動きを poco marc.で主張し，その動きを上声部のm3～ 4拍の（a）の動きに受け

渡す．

m～.・上声部m3～ 4拍は，下声部m1～ 2拍を受けて，（a）の動きを poco marc.で主

張する．,～.は，�  ���  �  ���のリズムに乗せて6度順次上行する音にそってcresc.

する．特に.は，第1部最大のクライマックスである⁄0の頭のH音に向けてエ

ネルギーを蓄えた cresc.をする．

・下声部,～.は，3～ 4拍の順次上行する音にそって cresc.する．

⁄0～⁄1・⁄0～⁄1は，fとする．

・上声部は，⁄0頭の第 1部最大のクライマックスを豊かに響かせ，その余韻の中

で，⁄0全体を伸び伸びと奏でる．⁄1は，動きを下声部に譲って，落ち着きのあ

るリズムを刻み，少し音量を落として，⁄2頭のD音に第 1部を納める．

・下声部は，深みのある豊かな音量で⁄0頭のG音を奏し，クライマックスを支え

る．⁄0の八分音符は，そのまま豊かな音量で落ち着いたリズムを刻み，4拍めの

最後のD音は，ten.気味に accentoをつけ，シンコペーションを楽しむ．⁄1は，

⁄0の上声部の動きを受け継ぐが，3～4拍で少し音量を落として，上声部同様，

⁄2頭のD音に第 1部を納める．

⁄2～⁄3・⁄2～⁄3は，落ち着いたmfとする．

・下声部の（T）は，⁄32拍めE音の（T）のクライマックスに向けて少々cresc.する．

⁄34拍～⁄41拍の（a）の動きは，poco marc.として主張し，⁄4上声部の（T）に

受け渡す．

・上声部⁄2～⁄3は，（G）を軽やかなmfで奏でる．

⁄4～⁄5・⁄4～⁄5は，エネルギーが内在するmPとする．

・上声部は，出だしの（a）をpoco marc.して，⁄1からの下声部の（a）を受けながら，
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「

（T）を始める．⁄52拍めのH音に向けて，少々 cresc.し，すぐ納めて間奏に入る

準備をする．

・下声部は，（G）を静かに奏でる．

⁄4～⁄6・⁄6は，mfで始める．

・上声部は，バッハ自身の筆によるlegatoを充分意識して，cantabileに十六分音符を

奏でる．

・下声部は，4度順次下行する四つの八分音符の塊を意識する．

・両声部とも，その音の広がりに合わせて⁄6で一気にcresc.し，そのエネルギーを

この曲最大のクライマックスである⁄7頭の音に持って行く．

・⁄7は，両声部とも fで豊かに響かせ，音の跳躍による躍動感を楽しむ．⁄74拍

めは，少し納める．

⁄8～⁄9・⁄8～⁄9は，決然とした fである．

・下声部は，（T）にはっきり主張をさせる．⁄92拍めCis音の（T）のクライマック

スへゆったりと cresc.する．そのまま次の（G）に入る準備をする．

・上声部は，（G）を上声部の（T）にそって cresc.させる．

⁄9～¤2・⁄9～¤2は，⁄8～⁄9の流れにそってゆるやかにcresc.し，堂々とした雰囲気を

保つ．

・上声部は，⁄93拍めの（T）の出だしを，poco marc.し，ストレッタ的効果を出す．

最後の（T）のクライマックスである¤0の 4拍めのCis音にむけて厚みのある音

で，cresc.する．¤1は，3拍めのD音に向けてエネルギーをためていき，4拍め

で少しテンポを幅広くとり，¤2のH音で堂々とこの曲を閉じる．

・下声部の（G）は，上声部の（T）にそって，余裕のあるcresc.をし，¤24拍めの（k）

は特に堂々と響かせ，上声部同様，¤2のH音でこの曲を閉じる．

お　わ　り　に

　「Inventio 15」は，対旋律が明瞭で，フーガ的な作品である．「Inventio」では，他に，5・6・

9・11・12番が，その仲間である．「Inventio 15」は，また，「Inventio」の最後の曲にふさわし

い清々しく堂々とした曲でもある．

　この小論をもって，「二声インヴェンション」の全曲を楽曲分析と演奏解釈したことになる．

三声」も引き続き，楽曲分析と演奏解釈を行っていきたい．
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譜1　「Inventio 15」BWV 786  z～¤2　（楽曲分析）

z

v

n

,

⁄0

第1部�
主題� T

GB
G

a

×a

aa
a ab c c

c c

c
b

d
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a

ac k

a
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fis:

fis: → h: G

h: → D:

D:

間奏�

T

k b

T

d/

�
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+

譜2　「Inventio 15」BWV 786  z～¤2　（演奏解釈）

z

v

n

,

⁄0
第1部最大のクライマックス�

p mp

mf

f

(        )

(        )

poco marc.

poco marc.

T のクライマックス�

T のクライマックス�

T のクライマックス�simile

�
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